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大学生におけるソーシャルスキルと大学適応との関連
武　蔵　由　佳
【問題と目的】
　大学生活の中で、友だち関係がうまく展開
できない、居場所がないなどの対人関係に関
する問題や、精神的な諸問題を抱える学生、
修学上の問題を抱える学生が増えていること
が指摘されている（文部科学省、2008）。さら
に近年では、超就職氷河期にあり、就職や将
来の進路に不安や悩みを抱える学生が増えて
おり、実際に大学卒業者の 1 割強が就職も進
学もしておらず、学生の社会・職業への移行
が必ずしも円滑になっていないという現状も
ある（文部科学省、2008）。日本においては大
学の 4年間が高等教育の場としてのみならず、
学生が身に付けるべき社会人としての基盤づ
くりのための準備期間としても位置づけられ
ていることから、大学生の在学時の適応と卒業
後の社会への適応が関連する可能性を含めて、
学生を支援していく必要があると考えられる。
　大学への適応に関して、植村・小川・吉田
（2001）は、大学生活の満足感には、友人関係
の満足感と教官への肯定的態度、一般教養習
得感や大学への同一性や居場所感が関連して
いることを指摘している。さらに植村ら（2001）
は、大学入学時に大学への満足感が高かった
が卒業時に不満足感が高まった学生の様相と
して、学問に興味や関心があり入学し、実際
学習によく取り組み、教官にも親近感を持っ
ているが、友人関係が進展しなかった可能性
について指摘している。つまり、学問をする
場所としての学部には同一性を持てるものの、
大学そのものには同一性を持つことができず、 
最終的に大学生活の満足感が高まらなかった
可能性があることを推察している。したがっ
て、大学への適応には友人関係を広げたり、
深めたりする側面が重要であると考えられる。
　対人関係に影響を及ぼす重要な変数として
ソーシャルスキルがあげられる。ソーシャル
スキル（Social skills）とは、対人場面におい
て適切かつ効果的に反応するために用いられ
る言語的・非言語的な対人行動と、そのよう
な対人行動の発現を可能にする認知過程との
両方を包含する概念である（相川、1996）。
一般にソーシャルスキルが低いと、対人不安
や孤独感、抑うつの様相が強くなり（相川、
2000；相川・藤田、2005）、他者との関係性に
おいてもソーシャルサポートの少なさ（渡辺、
1994）や、対人劣等の強さ、対人関係における
深化回避（橋本、2000）と関連していること
が指摘されている。反対に、ソーシャルスキ
ルが高いと対人関係が良好であり、自分は相
手によい印象を与えているという自負を持っ
ていること、またソーシャルスキルの自己評
定の高さは他者評定の高さと一致しているこ
と（谷村・渡辺，2008）も明らかになっている。
したがって、ソーシャルスキルの量的な不足
が精神的な不健康や対人関係のとりにくさに
影響を与え、ソーシャルスキルの量的な充足
が他者との関係性における自信となっている
ことが示唆される。
　また、ソーシャルスキルには、①学習される、
②対人関係の中で展開される、③他者との相
互作用の中で個人の目標達成に有効である、
④社会的に受容される（庄司，1991）という
特徴があることから、大学教育においても学
生にソーシャルスキルを学習させることは、
学生の対人関係の改善に役立つと同時に、不
適応を予防することにつながると考えられる。
　対人関係の形成や維持に関して必要なソー
シャルスキルについて、河村（1999、2011）は、
小学校、中学校、高校などの学校生活で適応
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するためには、他者への思いやりを表す配慮
のソーシャルスキルと、他者へ能動的に働き
かけるかかわりのソーシャルスキルの 2 つが
必要であることを明らかにしている。さらに、
この 2 つのスキルはバランスよく発揮するこ
とが重要であることを明らかにしている。つ
まり、他者への配慮が不足している中で他者
とのかかわりが優位になるとトラブルのもと
になり対人関係に支障が出やすく、また他者
への配慮を十分に行っていても他者とのかか
わりを積極的に行えないと孤立する傾向があ
ることが示されている。実際に、小、中、高
校生の不適応を予防する方策として配慮とか
かわりの両スキルを高めるためのソーシャル
スキルトレーニングの取り組みが学校現場で
活用されている。したがって、大学生におい
ても、この 2 つのソーシャルスキルがバラン
スよく発揮できれば学生生活への適応を促す
ことが可能になると考えられる。
　これまでソーシャルスキルを取り扱った研
究においては、ソーシャルスキルが高いほど
適応的で、低いほど不適応であるという研究
が多くみられた。また、配慮のソーシャルス
キル、かかわりのソーシャルスキルはそれぞ
れ研究が見られ、配慮に関しては渡部（2009）
が、他者への配慮が精神的適応と曲線的な関
係を有し、過剰に他者に気をつかうことで不
適応に至る傾向があることを指摘している。
またかかわりに関して、金子・平宮（2002）は、
高校生の主張生と孤独感との関連について検
討する中で、主張性が高い生徒は他の生徒か
ら敬遠される可能性があることを指摘してい
る。しかし、配慮とかかわりの両方のソーシャ
ルスキルを同時に取り上げて研究しているも
のはまだない。
　よって、本研究では、配慮のソーシャルス
キルとかかわりのソーシャルスキルの 2 側面
の関連を検討し、そのバランスによって大学
生の適応の状態や対人関係性がどのように異
なっているのかについて検討することを目的
とする。
大学生におけるソーシャルスキルと大学適応との関連（武蔵由佳）
【方法】
調査対象　教職科目の「教育心理学」を受講
している 1大学の 2年生 303 人（男子 103 名、
女子 200 名）を対象とした。
調査時期　2008 年 11 月。
調査内容　調査対象の大学生に「Hyper-QU（大
学版）」（河村，2010）中の「学校生活満足度
尺度」への回答を求めた。学校生活満足度尺
度（大学版）は、大学生活における満足度を
承認得点と被侵害・不適応得点の 2 つの下位
尺度から測定するものである。評定は「1：まっ
たくそう思わない」から「5：とてもそう思う」
までの 5件法で各 15項目から構成されている。
単純加算により各因子の合計得点を算出する。
また、「学校生活満足度尺度」は、承認得点と
被侵害・不適応得点の全国平均値をもとに、
学生を学校生活満足群、非承認群、侵害認知・
不安定群、学校生活不満足群の 4 つの群に分
類することができる。ソーシャルスキル尺度
は配慮のスキル得点とかかわりのスキル得点
の 2 つの下位尺度から学生のソーシャルスキ
ルを測定するものである。評定は「1：まった
くそう思わない」から「5：とてもそう思う」
までの 5 件法で各 10 項目から構成されてい
る。さらに、ソーシャルスキルを全般的に測
定しており、多くの先行研究により妥当性が
確認され、様々な行動指標との関連が明らか
にされている（菊池、2004）、Kiss-18（菊池、
1988）も同時に実施した。Kiss-18 は「対人関
係を円滑にはこぶために役立つスキル（技能）」
であり、①初歩的なスキル、②高度のスキル、
③感情処理のスキル、④攻撃に代わるスキル、
⑤ストレスを処理するスキル、⑥計画のスキ
ルなどを含んでいる。評定は「1：いつもそう
ではない」から「5：いつもそうだ」までの 5
件法である。得点が高いほどソーシャルスキ
ルが高いことになる。
調査手続き　各尺度からなる質問紙を講義後
に配布し、学生の協力と同意を得て実施した。
【結果】　
　有効回答は、記入もれや記入ミス、すべて
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同じ番号に回答するなど尺度への回答に抵抗
が考えられるものを除いて、大学生 285 人（男
子 96 名、女子 189 名、有効回答率 94.0％）で
あった。有効回答のみを分析対象とした。
1．尺度の検討
1）学校生活満足度尺度（大学生版）
　学校生活満足度尺度 30 項目を最尤法・プロ
マックス回転による因子分析を行ったところ、
河村（2010）により示されている承認と被侵
害・不適応の 2 因子構造であった。各下位尺
度の信頼性を検討したところ、承認の因子の
信頼性係数は α＝ .858、被侵害・不適応の因子
は α＝ .857 であった。よって、学校生活満足
度尺度の信頼性が確認された。各下位尺度の
平均値と標準偏差をTable 1 に示す。
2）ソーシャルスキル尺度
　ソーシャルスキル尺度の 20 項目を最尤法・
プロマックス回転による因子分析を行ったと
ころ、河村（2010）と同様に 2因子構造であっ
た。ただし、配慮のスキルの 1 項目が因子負
荷量が低かったため項目を削除した。各下位
尺度の信頼性を検討したところ、信頼性係数
は配慮のスキルは α＝ .747、 かかわりのスキル
は α＝ .842 であった。よって、ある程度の信
頼性が確認された。平均値と標準偏差をTable 
1 に示す。
3）Kiss-18 尺度
　Kiss-18 尺度の 18 項目を最尤法・プロマック
ス回転による因子分析を行ったところ、菊池
（1988）と同様に 1因子構造であった。ただし、
2項目が因子負荷量 .40 に満たなかったため項
目を削除して 16 項目とした。信頼性を検討し
たところ、信頼性係数はα＝.887であった。よっ
て、Kiss-18 の信頼性が確認された。平均値と
標準偏差をTable 1 に示す。
2． 学校生活満足度とソーシャルスキル尺度の
関連
　学校生活満足度とソーシャルスキルとの関
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連を検討するため、学校生活満足度尺度の下
位因子とソーシャルスキル尺度の下位因子、
Kiss-18 尺度の相関係数を算出した（Table 2）。
結果、承認とKiss-18 とかかわりのスキルにお
いて中程度の正の相関が見られた。したがっ
て、大学生活における承認感とソーシャルス
キルとは関連していることが明らかになった。
さらに、Kiss-18 のソーシャルスキルの項目は
「問題解決」「トラブルの処理」「コミュニケー
ション能力」（菊池、2004）の下位因子に分類
できると指摘されている。これらの下位因子
を含んだKiss-18 は、かかわりのスキルに関連
する側面を測定していると考えられる。
3． 学校生活満足度に対するソーシャルスキル
の影響
　ソーシャルスキルが学校生活満足度に与え
る影響を検討するために、ソーシャルスキル
尺度の下位因子を独立変数とし、学校生活満
足度尺度の下位因子を従属変数とした重回帰
分析を行った。男女別の重回帰分析の結果を
Table 3 に示した。この結果から、承認得点に
ついては、男女ともにかかわりのスキルが正
の影響を与え、女子においては配慮のスキル
も正の影響を与えることが明らかになった。
被侵害・不適応得点については、男女ともに
かかわりのスキルが負の影響を与えることが
明らかになった。
4． 性別及びソーシャルスキルのタイプによる
学校生活満足度の分散分析
　配慮のスキルとかかわりのソーシャルスキ
ルについてより詳細に検討するために、両尺
度のバランスを検討することとした。具体的
には、ソーシャルスキル尺度の配慮のスキル
とかかわりのスキルの平均値をもとに得点が
高い場合は H、得点が低い場合は L と判定
し、「配慮のスキル－かかわりのスキル」の順
にHH群、HL群、LH群、LL群の 4タイプに
分類した。性別とソーシャルスキルの各群に
おける学校生活満足度尺度の下位尺度とKiss-
18 の得点の比較を行うため、性別（2）×ソー
シャルスキルのタイプ（4）の分散分析および
LSD 法による多重比較を行った（Table 4）。
結果、承認得点は、性別、学年の主効果が有
意であった。男子が有意に高い得点を示し、
LL＝ HL＜ LH＜ HH であった（これ以降、
多重比較の結果、ソーシャルスキルのタイプ
の 4群間にみられた有意差は不等号（＜）で、
有意差がないことは符号（＝）を用いて表す）。
したがって、男女ともに配慮のスキルもかか
わりのスキルも両方をバランスよく発揮でき
ることが承認感の高さと関連していることが
明らかになった。被侵害・不適応は、ソーシャ
ルスキルのタイプの主効果が有意であり、HH
＜HL=LLおよびLH＜ LLであった。よって、
ソーシャルスキルの発揮が難しい場合に、被
侵害・不適応感が高い傾向があることが伺わ
れた。Kiss-18 は、性別、ソーシャルスキルの
タイプの主効果が有意であった。男子が有意
に高い得点を示し、LL=HL＜ LH＝ HHであっ
た。よって、かかわりのスキルと関連してい
ることが明らかになった。以上から、配慮の
スキルとかかわりのスキルのバランスが承認
感及び被侵害・不適応感に関連していると考
えられる。
　次に配慮とかかわりのバランスと、学校生活
満足度およびKiss-18 の下位尺度間の比較を行
えるようにするため、各下位尺度を標準得点
に換算した。そして、ソーシャルスキルによっ
て 4 タイプに分類された学生の、学校生活満
足度尺度とKiss-18 尺度の標準得点の平均値を
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算出した。各タイプの特徴を男女別に Figure 
1、Figure2 に示す。
　男女ともに、HH群は承認得点および Kiss-
18 得点が高く、被侵害・不適応得点が低いこ
とが明らかになった。また、HL群は承認得点
や Kiss-18 得点は得点が低いが被侵害・不適
応得点は平均に位置していた。LH群は男女で
違いがみられ、男子は HH群に近い様相を見
せていたが女子は 3 つの変数がすべて平均に
位置していた。LL群は男女ともに承認得点や
Kiss-18 得点が低く、被侵害・不適応感が 4タ
イプの中で最も高かった。したがって、4タイ
プごとに得点に差異が見られることが明らか
になり、配慮とかかわりのどちらのスキルも
良好に発揮できるHH群において最も適応状
態がよいことが示唆された。
【考察】
1． 学校生活満足度とソーシャルスキルとの関
連
　学校生活満足度とソーシャルスキルとの関
連を検討したところ、承認の因子とKiss-18 尺
度とかかわりのスキルにおいて中程度の正の
相関が見られた。このことから、Kiss-18 尺度
が対人関係におけるかかわりのスキルに関連
する側面を測定していることが示された。し
たがって、本研究におけるソーシャルスキル
尺度は、Kiss-18 尺度では測定しにくい配慮の
スキルを取り扱っていることが示された。さ
らに、ソーシャルスキルが学校生活満足度に
与える影響を男女別に検討すると、男女とも
にかかわりのスキルの発揮が承認感を高め、
被侵害・不適応感を低める傾向があることが
明らかになった。ただし、女子においては配
慮のスキルの発揮も承認感を高めることが明
らかになった。したがって、男女別にソーシャ
ルスキルの 2 つの下位尺度の持ち方と大学適
応の関連には異なる様相があることが推測さ
れた。
2．ソーシャルスキルのバランスの検討
　本研究から、配慮とかかわりのソーシャル
スキルのバランスによって、承認感や被侵害・
不適応感が異なっていることが明らかになっ
た。以下にソーシャルスキルのバランスによっ
て 4 タイプに分類された学生の様相と性別に
よる違いについて述べる。
HH群（両高群）
　このタイプは、配慮のスキルもかかわりの
スキルもどちらも高い学生である。分析の結
果、承認得点は、LL群、LH群、HL群よりも
得点が高かった。被侵害・不適応得点はLL群、
HL群よりも低かった。したがって、男女とも
に配慮とかかわりの両方がバランスよく発揮
されることが必要であると考えられる。全体
的に HH群は、ソーシャルスキルが高く、学
校生活に対しても適応している様相が見られ
た。
LL群（両低群）
　このタイプには、HH群と対照的に、人に配
慮するスキルと人とかかわるスキルの両方が
低い学生が分類される。分析の結果、男女と
もに承認得点が低く、被侵害・不適応得点が
高いという特徴があった。ソーシャルスキル
の活用が全般的に不足しており、その結果、
友人関係の形成や集団での活動においてトラ
ブルを抱えていたり、孤立したり、支障をき
たしている可能性が高い学生である。
　相川（2000）は、ソーシャルスキルの不足
により、周囲からの拒否や無視を受けること
が多くなり、孤独感が強くなることを指摘し
ている。このことは具体的には、ソーシャル
スキルの不足な青年は、相手に質問をしない、
話題の持続性がない、会話への積極的な参加
をしない、相手の話にコメントや反応をしな
いなど、対人場面での稚拙な対人反応となっ
て現れ、これにより周囲が接触を避けようと
無視や拒否をするようになる。自らの稚拙な
対人関係により他者との相互作用を否定的な
ものにしているのであるが、当人は失望感や
疎外感、孤独感に苛まれ、対人接触がますま
す少なくなると指摘している。同様に、橋本
（2000）も、ソーシャルスキル（Kiss-18）の低
さと他者とのかかわりの中で劣等感を誘発す
る事態（対人劣等）を頻繁に経験する度合い
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が密接に関連していること、また、ソーシャ
ルスキルの低さと対人関係における深化回避
との関連を指摘している。したがって、この
群の学生は他者との関わりそのものからの退
却を示し、承認感の低下や被侵害・不適応感
の増大が起こること、また孤独感や抑うつ感
情など精神的な不適応感が引き起こされる可
能性が示されたと考えられる。
HL群（配慮優位群）
　このタイプは、配慮のスキルが高いがかか
わりのスキルが低い学生が分類される。分析
の結果、男女ともに承認得点が LH群やHH群
よりも低かった。したがって、ソーシャルス
キルの活用が配慮に偏っている場合、他者と
積極的にかかわり他者を楽しませるような行
動が少なく、他者との関係性は静的で受動的
であることが予測される。その結果他者から
承認される機会そのものが少ないと考えられ
る。さらに、自己表現や自己主張よりも他者
配慮に終始しすぎて、嫌なことを嫌といえず
に被侵害・不適応感を抱えていたり、一人で
孤立し不安感をかかえている可能性も推察さ
れる。渡部（2010）は、他者への配慮が高い
ほど対人関係において劣等感を感じ、他者と
の葛藤を生じやすいことを指摘している。し
たがって、周囲を気にしたり、過剰に相手を
尊重することで、自尊感情を低下させ、ます
ます相手と関わることができにくくなる様相
が推察される。
LH群（かかわり優位群）
　このタイプは、配慮のスキルが低いがかか
わりのスキルが高い学生が分類される。分析
の結果、LL 群や HL群よりも承認得点や全体
的なソーシャルスキルを測定しているKiss18
得点が高かった。ただし、女子は LL群よりも
承認得点が高いものの、平均値程度の得点で
あった。
　ソーシャルスキルを取り扱った研究におい
ては、ソーシャルスキルが高いほど適応的で、
低いほど不適応であるという研究が多くみら
れるが、それらは単純な相関ではなく、他者
の気持ちや雰囲気を配慮する中で、より積極
的に他者と関わったり、自己主張が行われる
ことが重要であることを示していると考えら
れる。
　また、女子学生において特にかかわりのソー
シャルスキルが高いのみでは、 他者から侵害を
受けることはないものの、他者からの承認が
得られるわけでもないことが明らかになった。
女子は男子と比較して他者との良好な関係を
築くことに対しての重要性の認識が高いため
に、自己主張が他者配慮を上回っていると他
者から認識されると評価されなかったり、敬
遠される要因となるのではないかと考えられ
る。
　以上より、配慮とかかわりの両スキルの発
揮の程度により学生を 4 群に分類し、男女別
にソーシャルスキルのバランスを検討するこ
とには意義があると考えられる。また、配慮
とかかわりの 2 つのソーシャルスキルがバラ
ンスよく発揮できることが学生生活への適応
を促すこと、特に女子においてその傾向が高
いことが推察された。 
3．小中学生との相違
　河村（1999）は、小学生においては配慮の
スキルの高さが、中学生においてはかかわり
のスキルの高さが、承認感の高さおよび被侵
害・不適応感の低さと明確に関連しているこ
とを指摘している。本研究から、大学生にお
いては、かかわりのスキルが承認感および被
侵害・不適応感に強く関連している一方で、
配慮のスキルは弱い関連にとどまっていた。
　これらの結果は、児童期と青年期初期、青
年期後期という発達段階の違いが関係してい
ると考えられる。児童期には仲間や集団の中
で対人関係上の基本的なマナーを身に付ける
ことが必要であり、青年期初期には「配慮の
スキル」のような基本的マナーを保ちながら
仲間や集団に対して相互的なかかわりを持つ
という、より成熟したつきあいが必要なため、
「かかわりのスキル」が強く関係している（河
村、1999）。そして、大学生においては、「配
慮のスキル」のような基本的なマナーは当然
発揮されるべきものであるため、配慮のみが
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高くても周囲からの承認は得られないことが
推察される。さらに、配慮やかかわりのスキ
ルの両方が低い場合、その相手とは関わらな
いという選択肢もあるため、直接的な被侵害
とは必ずしも関連していないことも考えられ
る。したがって、大学生の場合、配慮とかか
わりの両方のスキルが低い LL群では特に友人
関係の形成や維持の困難さを抱え、それが孤
独感につながること、また自分も相手も関わ
らないという選択肢をとった場合にはそれが
なかなか改善されにくい様相も考えられる。
4．今後の課題
　以上、ソーシャルスキルのバランスと承認
感や被侵害・不適応感との間に関係性が認め
られたことから、ソーシャルスキルを学習す
ることは、大学生にとっても不適応に対する
予防的・開発的援助の 1 つの方策になると考
えられる。しかし、本研究は 2 年生を対象と
しており、その他の学年については検討する
ことができなかった。3～4 年生になると 1～
2年生とは異なり、ゼミなどの小集団での活動
も多くなる。この所属集団内での活動のあり
方によっても、学生のソーシャルスキルは変
化する可能性がある。ソーシャルスキルの経
年変化については今後の課題としたい。
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